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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
本
会
の
運
営
に
格
別

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
、
林
野
庁
が
創

設
さ
れ
た
「
新
た
な
森
林
管
理
シ

ス
テ
ム
」
と
「
森
林
環
境
譲
与
税

の
配
分
」
が
と
も
に
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
と
い
う
画
期
的
な
年

で
す
。

「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営

者
等
」
を
主
体
と
す
る
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
の
着
実
な
実
行
に
期
待

す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
森
林
を

守
る
上
で
こ
う
し
た
山
側
の
対
策

と
同
じ
く
ら
い
重
要
な
課
題
で
あ

る
国
産
材
の
需
要
創
出
に
と
っ
て

も
飛
躍
の
年
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

特
に
、
我
々
木
材
産
業
関
係
者

に
と
っ
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
使
途
に
木
材
利
用
促
進
が
位
置

付
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
木

材
が
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
都
市

部
等
で
の
木
材
利
用
拡
大
へ
の

チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

す
で
に
３
時
間
耐
火
部
材
も
大

臣
認
定
を
受
け
て
お
り
、
木
造
で

の
超
高
層
ビ
ル
実
現
も
夢
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
佐
賀
や
仙
台
で
の
例

の
よ
う
に
、
柱
や
床
な
ど
の
木
質

化
に
よ
る
中
高
層
ビ
ル
の
木
造
化

の
例
も
出
て
き
て
お
り
、
木
材
利

用
の
促
進
に
対
し
て
の
理
解
が
急

速
に
広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
の
小
池
知
事
が

提
唱
し
、
全
国
知
事
会
に
創
設
さ

れ
た
「
国
産
木
材
利
用
促
進
Ｐ
Ｔ
」

で
は
、
都
市
が
木
材
利
用
の
促
進

に
取
組
む
こ
と
で
地
方
の
森
林
を

助
け
て
い
く
と
い
う
新
し
い
枠
組

み
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
45
の

都
道
府
県
が
参
画
し
て
い
ま
す
。

元
々
、
森
林
資
源
は
我
が
国
唯

一
の
再
生
可
能
な
循
環
資
源
で
あ

り
、
適
時
に
伐
っ
て
使
う
こ
と
が

森
林
の
活
力
を
生
か
す
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
。

中
高
層
ビ
ル
に
木
材
を
使
う
こ

と
に
よ
り
大
都
市
がCO

2

を
固
定

す
る
環
境
都
市
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

林
業
が
成
長
産
業
化
す
る
こ
と
で

地
方
創
生
や
雇
用
拡
大
が
図
ら
れ
、

さ
ら
に
森
林
資
源
も
充
実
し
ま
す
。

ま
さ
に
都
市
で
の
木
材
活
用
は「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
模
範
的
な
モ
デ
ル
に

も
な
り
得
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

戦
後
に
建
て
ら
れ
た
都
会
の
多

く
の
建
物
が
建
て
替
え
時
期
を
迎

え
て
お
り
、
味
気
な
い
Ｒ
Ｃ
造
や

Ｓ
造
の
建
物
を
も
う
一
度
建
築
す

る
の
で
な
く
、
環
境
に
優
し
い
木

造
や
木
質
化
さ
れ
た
建
物
に
し
て

い
く
こ
と
が
「
当
た
り
前
」
に
な

る
時
代
が
来
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
年
は
猪
年
で
す
。
こ
う
し
た

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
吹
く

追
い
風
を
つ
か
み
、
本
年
を
「
都

市
木
造
化
元
年
」
と
す
べ
く
、
全

森
連
始
め
広
く
林
業
関
係
団
体
と

も
力
を
合
わ
せ
て
、
全
木
連
の
総

力
を
挙
げ
て
努
め
て
い
く
こ
と
と

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

是
非
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
並
び
に
皆
様
方
に
と
っ
て
、
素

晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

木材利用推進ＰＲカレンダーの発行！
我が国の森林資源が充実してきており、「伐っ
て、使って、植えて、育てる」という資源の循環
利用を進めながら森林の活性化を図っていくこと
の重要性が認識され始めていますが、循環利用の
サイクルを確立するためには、これまであまり木
材が使われていなかった住宅以外の建築物の木材
利用が重要と考えています。
こうした中、都市部を含む地域での木造施設の
建設や木質化への取組が、全国各地で数多くみら
れるようになり、二酸化炭素を固定し地球温暖化
防止に貢献するとともに、地方創生にも大きな役
割を果たしているところです。
今回、木材のぬくもりの空間を提供するこうし
た木造施設の素晴らしさを更に多くの方々に知っ
ていただくためカレンダーを作成したところであ
り、2020 年カレンダーについては、本年９月ご

ろよりお申込み受付を行う予定となっています。
お取引先等への年末年始のご挨拶はもちろん、
年間を通じての貴社のＰＲに加え、木材利用の一
層の普及・宣伝のため、ぜひ、ご利用下さい。

第
五
十
四
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

平
成
三
十
一
年
十
一
月
六
日
（
水
）

高
知
市
で
開
催

☆
木
材
利
用
促
進
の
た
め
、
大
勢
の
参
加
で
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

新
年
ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

会
　
長
　  

鈴
　  

木
　   

和
　  

雄
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
の
年
頭
に
当
た
り

一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
本
会
の
業
務
運
営
に

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
前
代
未
聞
と
も
言
え
る

よ
う
な
大
災
害
が
頻
発
し
、
多
く

の
犠
牲
者
や
被
災
者
を
生
み
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と

も
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

さ
て
、
今
、
日
本
の
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
は
大
変
大
き
な
節

目
を
迎
え
て
お
り
、
戦
後
造
成
さ

れ
た
人
工
林
資
源
が
成
熟
期
を
迎

え
、
木
材
と
し
て
の
利
活
用
が
本

格
化
し
て
き
た
こ
と
に
加
え
、
地

球
温
暖
化
防
止
や
地
方
創
生
に
お

け
る
森
林
の
役
割
が
大
い
に
注
目

さ
れ
、
都
市
で
の
木
材
利
用
の
拡

大
へ
向
け
た
動
き
等
が
着
実
に
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
我
々
木
材
業
界
に

と
っ
て
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な

る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
一
方
で

は
、
戸
建
て
住
宅
需
要
の
減
少
、

建
築
費
等
の
コ
ス
ト
の
上
昇
等
、

厳
し
い
経
営
環
境
も
見
通
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
ま
で
以
上
に
会
員

相
互
間
、
他
業
種
の
方
々
と
の
連

携
・
協
調
が
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
都
市
部
で
の
木
材
利
用
、

と
り
わ
け
国
産
材
を
活
用
し
た
中

高
層
ビ
ル
の
建
設
な
ど
が
広
ま
っ

て
い
き
、
都
市
の
建
築
物
で
も
木

造
・
木
質
化
が
当
た
り
前
の
こ
と

と
な
っ
て
く
る
時
代
が
期
待
で
き

る
よ
う
な
条
件
が
急
速
に
出
来
上

が
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
期
待
を
現
実
の
も

の
と
す
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、

我
々
木
材
産
業
界
と
消
費
者
を
つ

な
ぐ
設
計
士
や
建
築
技
術
者
の
木

材
利
用
へ
の
関
心
を
よ
り
一
層
高

め
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て

品
質
の
確
か
な
木
材
製
品
の
安
定

供
給
体
制
の
確
立
へ
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
り
、
そ
れ
が
山
元
の
供
給
体

制
の
強
化
・
充
実
に
繋
が
っ
て
い

け
ば
、
真
の
意
味
で
の
林
業
の
成

長
産
業
化
、
地
方
創
生
と
い
っ
た

命
題
の
解
決
策
へ
の
糸
口
が
見
え

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

次
第
で
す
。

私
ど
も
全
国
木
材
協
同
組
合
連

合
会
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
課
題

に
応
え
る
た
め
、
木
材
利
用
促
進

の
た
め
の
利
子
助
成
や
リ
ー
ス
に

対
す
る
支
援
、
共
同
事
業
・
共
済

事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
本

年
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
を

通
じ
供
給
体
制
の
整
備
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
引
続
き
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が

木
材
産
業
界
並
び
に
皆
様
方
に

と
っ
て
、
明
る
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
創
設

（
木
材
利
用
優
良
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
）

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
は
木
材
の
需
要

拡
大
の
た
め
、
平
成
５
年
か
ら
「
木
材
利
用
優

良
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、
優
良
な
木

造
化
・
木
質
化
施
設
を
表
彰
し
て
き
た
が
、
木

材
の
素
晴
ら
し
さ
や
最
新
の
木
材
利
用
技
術
を
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
「
内
閣
総
大
臣
賞
」
が
創

設
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
応
募
施
設
数
は
約
１
５
０

件
で
例
年
の
1.5
倍
に
な
り
、
地
域
材
を
使
っ
た

部
材
を
駆
使
し
、
木
材
の
ぬ
く
も
り
を
活
か
す

な
ど
し
た
素
晴
ら
し
い
施
設
が
多
数
集
ま
っ
た
。

受
賞
施
設
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
り
、
平
成

30
年
11
月
28
日
に
木
材
会
館（
東
京
都
江
東
区
）

に
て
表
彰
式
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

—
	

受
賞
施
設	 —

【
内
閣
総
理
大
臣
賞
（
１
点
）】

	

○
江
東
区
立
有
明
西
学
園
（
東
京
都
江
東
区
）

【
農
林
水
産
大
臣
賞
（
１
点
）】

	

○
宿
毛
商
銀
信
用
組
合
新
店
舗（
高
知
県
宿
毛
市
）

【
林
野
庁
長
官
賞
（
３
点
）】

	

○
竹
中
研
修
所
「
匠
」
新
館
（
兵
庫
県
川
西
市
）

	

○
大
槌
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

	

　「
お
し
ゃ
っ
ち
」（
岩
手
県
大
槌
町
）

	

○
朝
日
村
役
場
（
長
野
県
朝
日
村
）

【
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
会
長
賞
（
４
点
）】

	

○
福
島
県
営
復
興
公
営
住
宅
磐
崎
団
地
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

	

○
八
戸
市
立
西
白
山
台
小
学
校
（
青
森
県
八
戸
市
）

	

○
熊
本
県
立
熊
本
か
が
や
き
の
森
支
援
学
校
（
熊
本
県
熊
本
市
）

	

○
認
定
こ
ど
も
園
さ
ざ
な
み
の
森
　
吹
の
棟
（
広
島
県
東
広
島
市
）

【
審
査
委
員
会
特
別
賞
（
２
点
）】

	
○
都
城
市
立
図
書
館
（
宮
崎
県
都
城
市
）

	

○
松
尾
建
設
株
式
会
社
本
店
ビ
ル
（
佐
賀
県
佐
賀
市
）

年
頭
の
ご
挨
拶

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

会
　
長
　  

松
　  

原
　   

正
　  

和

内
閣
総
理
大
臣
賞

（
中
央:

𠮷
川
農
林
水
産
大
臣
）

挨
拶
す
る
秋
元
環
境
副
大
臣
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平
成
30
年

重
大
ニ
ュ
ー
ス

八
月森

林
・
林
業
・

木
材
産
業
施
策
説
明
会　

（
林
野
庁
長
官
は
じ
め

幹
部
と
の
意
見
交
換
）

五
月沖

林
野
庁
長
官
へ
陳
情　

（	

６
団
体
に
よ
る

	

木
材
利
用
促
進
法
創
設
の
要
請
）

二
月第

45
回
J
A
S
製
材
品
普
及

推
進
展
示
会
表
彰
式

（
受
賞
者
代
表
謝
辞
）

三
月森

林
・
林
業
懇
話
会　
（
自
民
党
国
会
議
員
を
囲
ん
で
）

四
月共

に
行
動
す
る

企
業
認
定
証
授
与
式　

（
本
年
は
、
16
社
を
認
定
）

林
業
懇
話
会

（
公
明
党
国
会
議
員
と
の
懇
談
会
）

六
月J

A
S
構
造
材
説
明
会

（
全
国
各
地
で
開
催
）
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十
一
月

政
令
指
定
都
市
木
材
利
用

促
進
議
員
連
盟
勉
強
会

（
相
模
原
市
で
開
催
）

十
月森

林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た

共
同
行
動
宣
言

２
０
１
８
署
名
式

十
二
月

自
民
党
農
林・食
料
戦
略
調
査
会
、

農
林
部
会
合
同
会
議

（	

外
国
人
材
受
け
入
れ
制
度

	

に
つ
い
て
発
言
す
る
島
田
副
会
長
）

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法

登
録
推
進
全
国
協
議
会

自
民
党
農
林・食
料
戦
略
調
査
会
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林業・木材産業の皆様の融資を支援いたします。

「銀行から融資を受けたいけれど ・ ・ ・ 」 とお考えの林業・木材産業の
経営者の皆様、もしも返済できなくなった場合に当基金が返済を肩代
わりする債務保証を利用すれば、融資が受けやすくなります。
〇事業に必要な資機材の購入、人件費や燃料費の支払い
〇災害等で事業に入れない期間の掛かり増し経費
〇事業規模の拡大
などで一時的な資金が必要な方にも
ご利用いただけます。

　まずはお近くの銀行、信用金庫、信用組合などの金融機関、
当基金の窓口へお気軽にご相談ください。

独立行政法人 農林漁業信用基金
〒101-8506 東京都千代田区内神田1丁目1番12号（ｺｰﾌﾟﾋﾞﾙ11階）
TEL:03(3294)5585 ～ 5586　FAX:03(3294)5595
URL:http://www.jaffic.go.jp

平成 31年 1月 4日（金曜日） （第 679 号）全　木　連　時　報

景  況  調  査
平成３０年１１月分集計表　　　　（　　　　）内は実数

当基金は、法律により国や都道府県の出資をもとに設立された公的機関で、昭和３８年の
林業信用保証制度の創設以来、多くの皆様にご利用いただいております。

〔流通部門〕
当月の状況

販 売 量 増加３４％（２７） 変わらず６２％（４９） 　減少　４％（　３）

仕 入 量 増加３７％（２９） 変わらず５４％（４３） 　減少　９％（　７）

販売価格 上昇１９％（１５） 変わらず８０％（６３） 　下降　１％（　１）

仕入価格 上昇３０％（２４） 変わらず６８％（５４） 　下降　１％（　１）

プレカットの動向

発注後、加工までの
待ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
３３％（２０） ５２％（３１） １５％（　９）

来月の見通し

販 売 量 増加２５％（２０） 変わらず６２％（４９） 減少１３％（１０）

仕 入 量 増加２５％（２０） 変わらず５９％（４７） 減少１５％（１２）

販売価格 強含み　９％（　７） 保ち合い９１％（７２） 弱含み　０％（　０）

仕入価格 強含み１６％（１３） 保ち合い８１％（６４） 弱含み　３％（　２）

３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み
米　　材 ２４％（１５） ７０％（４４） ６％（　４）
南 洋 材 ２８％（１６） ７１％（４１） ２％（　１）

北洋材（欧州材を含む） ２５％（１４） ７３％（４１） ２％（　１）
国 産 材 ２２％（１７） ７６％（５８） １％（　１）
建　　材 ２９％（１８） ６９％（４３） ２％（　１）

〔製造部門〕
当月の状況

販 売 量 増加３８％（３３） 変わらず４９％（４３） 　減少１４％（１２）

仕 入 量 増加３９％（３４） 変わらず５２％（４６） 　減少　９％（　８）

販売価格 上昇　９％（　８） 変わらず８９％（７８） 　下降　２％（　２）

仕入価格 上昇２８％（２５） 変わらず６５％（５７） 　下降　７％（　６）

プレカットの動向

発注後、加工までの
待ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
４１％（１３） ４７％（１５） １３％（　４）

来月の見通し

販 売 量 増加２６％（２３） 変わらず５７％（５０） 減少１７％（１５）
仕 入 量 増加２４％（２１） 変わらず５９％（５２） 減少１７％（１５）
販売価格 強含み　６％（　５） 保ち合い９３％（８２） 弱含み　１％（　１）
仕入価格 強含み１４％（１２） 保ち合い８０％（７０） 弱含み　７％（　６）

３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み

米　　材 ２７％（　７） ５８％（１５） １５％（　４）

南 洋 材 ３３％（　６） ６１％（１１） 　６％（　１）

北洋材（欧州材を含む） 　９％（　２） ７４％（１７） １７％（　４）

国 産 材 ２４％（２０） ６４％（５４） １２％（１０）
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全木連は、国産材を活用し
日本の森林を守る運動に
取り組んでいます。

http://www.kokusanzaikatuyo.jp/

間伐紙（木になる紙）を使用しています。

モニター数１３８　回答数７９　回収率５７％ モニター数１４４　回答数８８　回収率６１％


